
(57)【要約】

【課題】　３相の各コイルをバスリングに接続してなる

回転電機において、部品点数を削減し、部品組付工数を

低減すること。

【解決手段】　ステータ１３を構成する複数のコア２１

のそれぞれに樹脂製ボビン２２を取付け、各ボビン２２

のコイル巻回部２２ＡにＵ相、Ｖ相、Ｗ相の各コイル２

３を巻回し、Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相の各コイル２３を３個の

バスリングＡ～Ｃのそれぞれに接続するとともに、各コ

イル２３のコモン側を中立バスリングＤに接続し、各コ

イル２３をスター結線してなる回転電機１０において、

各バスリングＡ～Ｄをボビン２２に設けた各リング保持

部２４Ａ～２４Ｄのそれぞれに保持したもの。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス テ ー タ を 構 成 す る 複 数 の コ ア の そ れ ぞ れ に 樹 脂 製 ボ ビ ン を 取 付 け 、 各 ボ ビ ン の コ イ ル
巻 回 部 に Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 の 各 コ イ ル を 巻 回 し 、
　 Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 の 各 コ イ ル を ３ 個 の バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｃ の そ れ ぞ れ に 接 続 す る と と も に
、 各 コ イ ル の コ モ ン 側 を 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ に 接 続 し 、 各 コ イ ル を ス タ ー 結 線 し て な る 回 転
電 機 に お い て 、
　 各 バ ス リ ン グ を ボ ビ ン に 設 け た 各 リ ン グ 保 持 部 の そ れ ぞ れ に 保 持 し た こ と を 特 徴 と す る
回 転 電 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 バ ス リ ン グ を 平 板 リ ン グ に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 電 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ボ ビ ン が コ イ ル 巻 回 部 か ら 突 き 出 た 突 出 部 を 有 し 、 該 突 出 部 の 内 面 の 突 出 方 向 に 沿
う ４ 位 置 に 各 リ ン グ 保 持 部 を 設 け た 請 求 項 ２ に 記 載 の 回 転 電 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ボ ビ ン の 突 出 部 の 内 面 が 突 出 方 向 に 向 け て 拡 開 す る 勾 配 面 を な し 、 該 勾 配 面 の 勾 配
方 向 に 沿 う ４ 位 置 に 各 リ ン グ 保 持 部 を 設 け た 請 求 項 ３ に 記 載 の 回 転 電 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ボ ビ ン の 突 出 部 の 内 面 に 設 け た ４ つ の リ ン グ 保 持 部 の う ち の 、 コ イ ル 巻 回 部 に 最 も
近 い リ ン グ 保 持 部 に 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ を 保 持 し た 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 回 転 電 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 回 転 電 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 回 転 電 機 と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 如 く 、 ス テ ー タ を 構 成 す る 複 数 の コ ア の そ れ ぞ れ
に 樹 脂 製 ボ ビ ン を 取 付 け 、 各 ボ ビ ン の コ イ ル 巻 回 部 に Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 の 各 コ イ ル を 巻 回
し 、 Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 の 各 コ イ ル を ３ 個 の バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｃ の そ れ ぞ れ に 接 続 す る と と も
に 、 各 コ イ ル の コ モ ン 側 を 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ に 接 続 し 、 各 コ イ ル を ス タ ー 結 線 し て な る も
の が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2004-157056
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 回 転 電 機 で は 、 各 バ ス リ ン グ を 概 ね 短 円 筒 状 に し 、 各 バ ス リ ン グ の 短 円 筒
部 を 樹 脂 製 バ ス リ ン グ ホ ル ダ に 同 芯 上 に 設 け た 各 円 環 状 の リ ン グ 保 持 溝 に 嵌 合 し て 保 持 し
、 こ の バ ス リ ン グ ホ ル ダ を ボ ビ ン の 前 面 に 組 付 け て い る 。 こ の と き 、 各 バ ス リ ン グ は 短 円
筒 部 の 周 方 向 に 沿 う 一 部 か ら 直 角 に 外 方 に 折 曲 げ た 折 曲 げ 部 を 備 え 、 各 コ イ ル を そ れ ら の
折 曲 げ 部 の そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 特 許 文 献 １ の 回 転 電 機 で は 、 ボ ビ ン と 別 体 の バ ス リ ン グ ホ ル ダ を 用 い て お り 、
部 品 点 数 が 多 く な る し 、 バ ス リ ン グ ホ ル ダ の 組 付 け 工 程 も 余 分 に 必 要 に な る 。 ボ ビ ン の 前
面 に バ ス リ ン グ ホ ル ダ を 組 付 け る も の で あ り 、 そ の 組 付 代 分 だ け 大 型 化 す る 。 ま た 、 各 バ
ス リ ン グ が 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 更 に 折 曲 げ 部 を 備 え る も の と し て お り 、 バ ス リ ン グ の 形 状
が 複 雑 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 ３ 相 の 各 コ イ ル を バ ス リ ン グ に 接 続 し て な る 回 転 電 機 に お い て 、 部 品
点 数 を 削 減 し 、 部 品 組 付 工 数 を 低 減 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 ス テ ー タ を 構 成 す る 複 数 の コ ア の そ れ ぞ れ に 樹 脂 製 ボ ビ ン を 取 付 け
、 各 ボ ビ ン の コ イ ル 巻 回 部 に Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 の 各 コ イ ル を 巻 回 し 、 Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 の
各 コ イ ル を ３ 個 の バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｃ の そ れ ぞ れ に 接 続 す る と と も に 、 各 コ イ ル の コ モ ン 側
を 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ に 接 続 し 、 各 コ イ ル を ス タ ー 結 線 し て な る 回 転 電 機 に お い て 、 各 バ ス
リ ン グ を ボ ビ ン に 設 け た 各 リ ン グ 保 持 部 の そ れ ぞ れ に 保 持 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 各 バ ス リ ン グ を 平 板 リ ン グ に し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 ボ ビ ン が コ イ ル 巻 回 部 か ら 突 き
出 た 突 出 部 を 有 し 、 該 突 出 部 の 内 面 の 突 出 方 向 に 沿 う ４ 位 置 に 各 リ ン グ 保 持 部 を 設 け た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 ボ ビ ン の 突 出 部 の 内 面 が 突 出 方
向 に 向 け て 拡 開 す る 勾 配 面 を な し 、 該 勾 配 面 の 勾 配 方 向 に 沿 う ４ 位 置 に 各 リ ン グ 保 持 部 を
設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ 又 は ４ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 ボ ビ ン の 突 出 部 の 内 面 に
設 け た ４ つ の リ ン グ 保 持 部 の う ち の 、 コ イ ル 巻 回 部 に 最 も 近 い リ ン グ 保 持 部 に 中 立 バ ス リ
ン グ Ｄ を 保 持 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ 請 求 項 １ ）
　 (a)各 バ ス リ ン グ を ボ ビ ン に 設 け た 各 リ ン グ 保 持 部 の そ れ ぞ れ に 保 持 し た か ら 、 ボ ビ ン
と 別 体 の バ ス リ ン グ ホ ル ダ を 不 要 に し 、 組 付 精 度 を 向 上 さ せ て 部 品 点 数 を 削 減 し 、 部 品 組
付 工 数 を 低 減 で き る 。 ボ ビ ン そ の も の に 各 バ ス リ ン グ を 保 持 す る も の で あ り 、 小 型 化 で き
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ 請 求 項 ２ ）
　 (b)各 バ ス リ ン グ を 平 板 リ ン グ に し た か ら 、 バ ス リ ン グ の 形 状 を 簡 素 に し 、 部 品 加 工 性
を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 請 求 項 ３ ）
　 (c)ボ ビ ン の 突 出 部 の 内 面 の 突 出 方 向 に 沿 う ４ 位 置 に 各 リ ン グ 保 持 部 を 設 け る こ と に よ
り 、 各 リ ン グ 保 持 部 の そ れ ぞ れ に 保 持 さ れ る 平 板 状 の 各 バ ス リ ン グ を 整 然 と 並 置 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 請 求 項 ４ ）
　 (d)ボ ビ ン の 突 出 部 の 内 面 が 突 出 方 向 に 向 け て 拡 開 す る 勾 配 面 を な し 、 該 勾 配 面 の 勾 配
方 向 に 沿 う ４ 位 置 に 各 リ ン グ 保 持 部 を 設 け る 。 従 っ て 、 各 バ ス リ ン グ の 外 径 を 異 な ら せ 、
小 径 の バ ス リ ン グ か ら 順 に 勾 配 面 の 内 方 に 差 し 入 れ 、 各 バ ス リ ン グ を 対 応 す る リ ン グ 保 持
部 に 位 置 決 め 保 持 で き 、 各 バ ス リ ン グ の 組 付 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 請 求 項 ５ ）
　 (e)各 コ イ ル の コ モ ン 側 端 子 が 接 続 さ れ る 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ を 、 ボ ビ ン の 突 出 部 の 内 面
に 設 け た ４ つ の リ ン グ 保 持 部 の う ち の 、 コ イ ル 巻 回 部 に 最 も 近 い リ ン グ 保 持 部 に 保 持 し た
。 従 っ て 、 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ に 接 続 さ れ る 各 コ イ ル の 多 数 の コ モ ン 側 端 子 を 他 の バ ス リ ン
グ Ａ ～ Ｃ に 貫 通 配 線 す る 必 要 が な く 、 各 相 バ ス リ ン グ の 組 付 性 を 向 上 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 図 １ は モ ー タ を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ の 正 面 図 、 図 ３ は 図 １ の 背 面 図 、 図 ４ は ボ ビ ン
の 各 リ ン グ 保 持 部 に 保 持 さ れ た 各 バ ス リ ン グ を 示 す 断 面 図 、 図 ５ は 各 バ ス リ ン グ を 示 す 斜
視 図 、 図 ６ は ボ ビ ン の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 回 転 電 機 と し て の Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ ス モ ー タ １ ０ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 如 く 、 ハ ウ
ジ ン グ １ １ と ヨ ー ク １ ２ を 有 し 、 円 筒 状 の ス テ ー タ １ ３ を ヨ ー ク １ ２ に 収 納 し 、 該 ス テ ー
タ １ ３ の 筒 内 に ロ ー タ １ ４ を 配 置 し 、 ロ ー タ １ ４ の 回 転 軸 １ ５ を 、 ヨ ー ク １ ２ の 閉 塞 端 に
設 け た 軸 受 １ ６ と 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 側 に 設 け た 軸 受 １ ７ に 回 転 自 在 に 支 持 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ハ ウ ジ ン グ １ １ は ア ル ミ 材 等 か ら な り 、 ヨ ー ク １ ２ は 鉄 板 の カ ッ プ 状 成 形 体 等 か ら な り
、 ヨ ー ク １ ２ に 圧 入 さ れ る ス テ ー タ １ ３ の 後 述 す る ボ ビ ン ２ ２ の 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 外 周 を ハ
ウ ジ ン グ １ １ の 一 端 内 周 に 嵌 合 し 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 一 端 面 と ヨ ー ク １ ２ の 開 放 端 と の 間
に シ ー ル 部 材 １ ８ を 挟 着 し 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ と ヨ ー ク １ ２ を 止 ね じ １ ９ に よ り 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス テ ー タ １ ３ は 、 ヨ ー ク １ ２ の 内 周 に 嵌 め 込 ま れ る 複 数 、 例 え ば 12個 の コ ア ２ １ を 円 周
上 に 隣 接 配 置 し て 構 成 さ れ る 。 各 コ ア ２ １ は 珪 素 鋼 板 を 積 層 し て 形 成 さ れ る と と も に 、 樹
脂 製 の ボ ビ ン ２ ２ が 取 付 け ら れ る 。 ス テ ー タ １ ３ は 、 各 ボ ビ ン ２ ２ の コ イ ル 巻 回 部 ２ ２ Ａ
に Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 の ３ 相 を な す 各 相 の モ ー タ コ イ ル ２ ３ を 巻 回 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 を な す 各 コ イ ル ２ ３ は 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 ３ 個 の バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｃ の
そ れ ぞ れ に 接 続 さ れ る と と も に 、 各 コ イ ル ２ ３ の コ モ ン 側 を 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ に 接 続 し 、
各 コ イ ル ２ ３ を ス タ ー 結 線 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｄ は ボ ビ ン ２ ２ に 設 け た 各 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ の そ れ ぞ れ に
位 置 決 め さ れ て 保 持 さ れ る 。 各 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｄ は 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 平 板 リ ン グ を な す
。 各 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｄ は 無 短 周 回 状 を な し 、 又 は 周 方 向 の 一 部 に ス リ ッ ト を 設 け た Ｃ 字 状
を な す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ボ ビ ン ２ ２ は コ イ ル 巻 回 部 ２ ２ Ａ か ら 突 き 出 る 突 出 部 ２ ２ Ｂ を 有 し 、 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 内
面 の 突 出 方 向 に 沿 う ４ 位 置 に 各 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ を 設 け る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ボ ビ ン ２ ２ の 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 内 面 に 設 け た ４ つ の リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ の う ち の
、 コ イ ル 巻 回 部 ２ ２ Ａ に 最 も 近 い リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ｄ に 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ を 保 持 す る 。 本
実 施 例 で は 、 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 内 面 の コ イ ル 巻 回 部 ２ ２ Ａ の 側 か ら 突 出 方 向 に 向 け て 順 に 、
リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ｄ 、 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ 、 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ｂ 、 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ｃ を
設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 例 で は 、 ボ ビ ン ２ ２ の 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 内 面 を 突 出 方 向 に 向 け て 拡 開 す る 勾 配 面 に
し 、 該 勾 配 面 の 勾 配 方 向 に 沿 う ４ 位 置 の そ れ ぞ れ に 溝 状 の 各 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ
を 設 け る 。 従 っ て 、 ヨ ー ク １ ２ の 内 周 に 嵌 め 込 ま れ た 各 コ ア ２ １ の ボ ビ ン ２ ２ に 設 け た 突
出 部 ２ ２ Ｂ の 内 面 は 、 互 い に 円 錐 面 を 形 成 す る 。 こ の と き 、 各 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 内 面 に 設 け
た リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ は 互 い に 円 環 状 溝 を 形 成 し 、 各 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４
Ｄ の そ れ ぞ れ が 形 成 す る 円 環 状 溝 の 溝 径 を 互 い に 異 に す る 。 本 実 施 例 で は 、 リ ン グ 保 持 部
２ ４ Ｄ 、 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ 、 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ｂ 、 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ｃ の 順 に 溝 径 大 に
し 、 そ れ ら に 対 応 す る 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ 、 バ ス リ ン グ Ａ 、 バ ス リ ン グ Ｂ 、 バ ス リ ン グ Ｃ も
順 に 外 径 大 に す る 。 各 バ ス リ ン グ Ｄ 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ は 、 小 径 の 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ か ら 順 に 突
出 部 ２ ２ Ｂ の 勾 配 面 の 外 方 か ら 内 方 に 挿 入 さ れ 、 自 ら 及 び ／ 又 は ボ ビ ン ２ ２ の 弾 性 的 拡 縮
変 形 に よ り 、 対 応 す る リ ン グ 保 持 部 （ 円 環 状 溝 ） ２ ４ Ｄ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ４ Ｃ に 落 と
し 込 ま れ た 後 の 拡 径 状 態 で 保 持 さ れ 、 互 い に 平 行 に 位 置 決 め 配 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 各 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｃ は そ れ ぞ れ コ イ ル 接 続 端 子 ２ ３ Ａ ～ ２ ３ Ｃ を 介 し て Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ
相 の 各 コ イ ル ２ ３ に 接 続 さ れ 、 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ は コ モ ン 端 子 ２ ３ Ｄ を 介 し て 各 コ イ ル ２
３ の コ モ ン 側 に 接 続 さ れ る 。 各 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｄ は 、 ボ ビ ン ２ ２ の 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 突 出 方
向 に 沿 っ て 前 述 の 順 に 従 い 平 行 配 置 さ れ て い る か ら 、 各 コ イ ル ２ ３ の コ モ ン 端 子 ２ ３ Ｄ は
最 も 内 側 の 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ の 平 板 内 に 直 接 接 続 さ れ 、 Ｕ 相 の コ イ ル 接 続 端 子 ２ ３ Ａ は 中
立 バ ス リ ン グ Ｄ に 設 け た 貫 通 孔 を 絶 縁 状 態 で 貫 通 し て バ ス リ ン グ Ａ の 平 板 内 に 接 続 さ れ 、
Ｖ 相 の コ イ ル 接 続 端 子 ２ ３ Ｂ は バ ス リ ン グ Ｄ 、 Ａ に 設 け た 貫 通 孔 を 絶 縁 状 態 で 貫 通 し て バ
ス リ ン グ Ｂ の 平 板 内 に 接 続 さ れ 、 Ｗ 相 の コ イ ル 接 続 端 子 ２ ３ Ｃ は バ ス リ ン グ Ｄ 、 Ａ 、 Ｂ に
設 け た 貫 通 孔 を 絶 縁 状 態 で 貫 通 し て バ ス リ ン グ Ｃ の 平 板 内 に 接 続 さ れ る 。 尚 、 組 付 け 性 を
考 慮 し て バ ス リ ン グ に 設 け た 貫 通 孔 を ス リ ッ ト 溝 状 に 変 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 各 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｃ の そ れ ぞ れ に は 、 Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 の 外 部 接 続 用 タ ー ミ ナ ル ２ ５ が
接 続 さ れ る 。 他 方 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ に 取 付 け ら れ る グ ロ メ ッ ト ２ ６ に は 、 外 部 の 制 御 回 路
に 延 出 す る Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 の モ ー タ リ ー ド 線 ２ ７ が 挿 通 さ れ る 。 ハ ウ ジ ン グ １ １ の 内 部
に 設 け た ３ 個 の 接 続 部 ２ ８ で 、 互 い に 対 応 す る 外 部 接 続 用 タ ー ミ ナ ル ２ ５ と モ ー タ リ ー ド
線 ２ ７ と が 結 線 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ロ ー タ １ ４ は 、 鉄 等 の 磁 性 体 か ら な る 回 転 軸 １ ５ に 磁 界 を 発 生 す る マ グ ネ ッ ト ２ ９ が 接
着 等 に よ っ て 取 付 け ら れ 、 マ グ ネ ッ ト ２ ９ の 外 側 表 面 に は 不 図 示 の 保 持 チ ュ ー ブ が 被 着 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 モ ー タ １ ０ は 、 レ ゾ ル バ ロ ー タ 部 ３ １ と レ ゾ ル バ ス テ ー タ 部 ３ ２ か ら な る レ ゾ ル バ ３ ０
を 有 す る 。 即 ち 、 ロ ー タ １ ４ の 回 転 軸 １ ５ の 出 力 端 側 の 外 周 に 、 ロ ー タ １ ４ と と も に 回 転
す る レ ゾ ル バ ロ ー タ 部 ３ １ を 取 付 け て い る 。 ま た 、 ス テ ー タ １ ３ の 側 、 換 言 す れ ば ハ ウ ジ
ン グ １ １ の 側 の 内 周 に レ ゾ ル バ ス テ ー タ 部 ３ ２ を 取 付 け て い る 。 レ ゾ ル バ ス テ ー タ 部 ３ ２
は レ ゾ ル バ ロ ー タ 部 ３ １ を 囲 む よ う に 配 置 さ れ 、 回 転 に よ っ て レ ゾ ル バ ロ ー タ 部 ３ １ と の
間 で 生 ず る リ ラ ク タ ン ス の 変 化 に よ り 、 ロ ー タ １ ４ の 回 転 位 置 を 検 出 す る 。 検 出 し た ロ ー
タ １ ４ の 回 転 位 置 に 応 じ て 、 外 部 の 制 御 回 路 に よ り 、 Ｕ 相 、 Ｖ 相 、 Ｗ 相 の 各 コ イ ル ２ ３ に
所 定 の パ タ ー ン の 電 流 を 供 給 し 、 モ ー タ １ ０ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 レ ゾ ル バ ス テ ー タ 部 ３ ２ に は 、 オ ス コ ネ ク タ ３ ３ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 オ ス コ ネ ク タ ３
３ Ａ に は 、 セ ン サ リ ー ド 線 ３ ４ が 結 線 さ れ た メ ス コ ネ ク タ ３ ３ Ｂ が 接 続 さ れ る 。 セ ン サ リ
ー ド 線 ３ ４ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ １ に 取 付 け ら れ た グ ロ メ ッ ト ２ ６ か ら 外 部 の 制 御 回 路 に 延 出
す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 (a)各 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｄ を ボ ビ ン ２ ２ に 設 け た 各 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ の そ れ ぞ
れ に 保 持 し た か ら 、 ボ ビ ン ２ ２ と 別 体 の バ ス リ ン グ ホ ル ダ を 不 要 に し 、 部 品 点 数 を 削 減 し
、 部 品 組 付 工 数 を 低 減 で き る 。 ボ ビ ン ２ ２ そ の も の に 各 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｄ を 保 持 す る も の
で あ り 、 小 型 化 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 (b)各 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｄ を 平 板 リ ン グ に し た か ら 、 バ ス リ ン グ の 形 状 を 簡 素 に し 、 部 品
加 工 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 (c)ボ ビ ン ２ ２ の 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 内 面 の 突 出 方 向 に 沿 う ４ 位 置 に 各 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ
～ ２ ４ Ｄ を 設 け る こ と に よ り 、 各 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ の そ れ ぞ れ に 保 持 さ れ る 平
板 状 の 各 相 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｄ を 整 然 と 離 間 さ せ て 並 置 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 (d)ボ ビ ン ２ ２ の 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 内 面 が 突 出 方 向 に 向 け て 拡 開 す る 勾 配 面 を な し 、 該 勾
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配 面 の 勾 配 方 向 に 沿 う ４ 位 置 に 各 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ を 設 け る 。 従 っ て 、 各 バ ス
リ ン グ Ａ ～ Ｄ の 外 径 を 異 な ら せ 、 小 径 の バ ス リ ン グ か ら 順 に 勾 配 面 の 内 方 に 差 し 入 れ 、 各
バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｄ を 対 応 す る リ ン グ 保 持 部 に 簡 易 に 位 置 決 め 保 持 で き 、 各 バ ス リ ン グ Ａ ～
Ｄ の 組 付 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 (e)各 コ イ ル ２ ３ の コ モ ン 側 端 子 ２ ３ Ｄ が 接 続 さ れ る 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ を 、 ボ ビ ン ２ ２
の 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 内 面 に 設 け た ４ つ の リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ の う ち の 、 コ イ ル 巻 回
部 ２ ２ Ａ に 最 も 近 い リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ｄ に 保 持 し た 。 従 っ て 、 中 立 バ ス リ ン グ Ｄ に 接 続 さ
れ る 各 コ イ ル ２ ３ の 多 数 の コ モ ン 側 端 子 ２ ３ Ｄ を 他 の 各 相 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｃ に 貫 通 配 線 す
る 必 要 が な く 、 各 バ ス リ ン グ Ａ ～ Ｄ の 組 付 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ６ の 変 形 例 は 、 ボ ビ ン ２ ２ の 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 勾 配 面 の 勾 配 方 向 に 沿 う ４ 位 置 の そ れ ぞ
れ に 設 け る 各 リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ を 、 溝 状 と せ ず 、 外 方 側 の 勾 配 面 に 段 差 を な し
て つ な が る 平 坦 面 に し た も の で あ る 。 各 バ ス リ ン グ Ｄ 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ は 、 小 径 の 中 立 バ ス リ
ン グ Ｄ か ら 順 に 突 出 部 ２ ２ Ｂ の 勾 配 面 の 外 方 か ら 内 方 に 挿 入 さ れ 、 自 ら 及 び ／ 又 は ボ ビ ン
２ ２ の 弾 性 的 拡 縮 変 形 に よ り 、 対 応 す る リ ン グ 保 持 部 ２ ４ Ｄ 、 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ 、 ２ ４ Ｃ に
圧 接 状 態 で 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に よ り 詳 述 し た が 、 本 発 明 の 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施 例 に
限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が あ っ て も 本 発 明
に 含 ま れ る 。 本 発 明 は 、 Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ ス モ ー タ に 限 ら ず 、 直 流 型 、 交 流 型 の ス テ ッ プ モ ー
タ 等 、 広 く 一 般 の 回 転 電 機 に 適 応 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は モ ー タ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 図 １ の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は ボ ビ ン の 各 リ ン グ 保 持 部 に 保 持 さ れ た 各 バ ス リ ン グ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 各 バ ス リ ン グ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は ボ ビ ン の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ ０ 　 モ ー タ （ 回 転 電 機 ）
１ ３ 　 ス テ ー タ
２ １ 　 コ ア
２ ２ 　 ボ ビ ン
２ ２ Ａ 　 コ イ ル 巻 回 部
２ ２ Ｂ 　 突 出 部
２ ３ 　 コ イ ル
２ ３ Ａ ～ ２ ３ Ｃ 　 コ イ ル 接 続 端 子
２ ３ Ｄ 　 コ モ ン 端 子
２ ４ Ａ ～ ２ ４ Ｄ 　 リ ン グ 保 持 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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